
花粉症？花粉症？

ハンノキ、シラカンバは、
カバノキ科の樹木です。ハ
ンノキは、全国に自生し身
近な公園でも見られ、スギ
より少し早く飛散します。
シラカンバは北海道の代
表的な花粉症の原因アレ
ルゲンです。リンゴ、モモ
などの食物アレルギーを
合併する＊ことが知られて
います。

花粉症時期は目鼻が敏感になりますのでこれら通年性アレルゲンにも注意が必要です。室内塵

この季節、アレルギーの原因はさまざま。こんなアレルゲンに注意が必用です。この季節、アレルギーの原因はさまざま。こんなアレルゲンに注意が必用です。
スギだけじゃない！

樹木
（花粉）

夜行性で気温が25度以
上になると活発化します。
死骸や糞（フン）がアレル
ギーの原因となります。

高温多湿を好み、梅雨から夏に
かけて繁殖し、秋にはアレルギー
の原因となる死骸とフンが最も
多くなります。主に寝具、じゅうた
んなどに生息
します。個体は
0.1-0.5mmと
小さく目に見
えません。

アレルギーの原因は主にフケで
す。飼っていなくても公共の場
から衣類などに付着して持ち込
まれることがあります。

屋内に発生する蛾として、
食品に発生するノシメマダ
ラメイガ、衣類に発生する
衣蛾などがいます。主に

蛾の翅について
いる粉（鱗粉）
がアレルギー
の原因となり
ます。
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室内塵

ハンノキ シラカンバ

ヒノキスギ カモガヤオオアワガエリ

イネ科植物
（花粉）

ゴキブリ
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カモガヤ、オオアワガエリは、河
川敷、空き地、道端に広く自生し
ています。これらの植物は、樹木
と比べて花粉の飛散距離が短い
ので、近づかないことで回避で
きます。また、果物や野菜など
の食物アレルギーを合併する*こ
とが知られています。
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室内塵
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ハンノキ
スギ

ヒノキ
シラカンバ

カモガヤ・ハルガヤ・オオアワガエリなど

ダニ・イヌ・ネコ・ガ・ゴキブリ　など

アレルゲンカレンダー

*PFAS（花粉-食物アレルギー症候群）
PFASアレルギー

「PFAS（花粉-食物アレルギー症候群）」
についてもっと知りたい！

検索

原因となる花粉が飛散する時期に
発症・悪化するため、花粉飛散時期
は花粉対策も実施する。

PFASの原因と診断された食物は
避ける。

対策ポイントPFAS は、花粉症に合併する食物アレルギーです。
花粉に感作した人が特定の食品（果物・野菜等）を
食べた数分後に、唇・口・喉などにイガイガ感や痒
み・腫れなどアレルギー症状（OAS：口腔アレル
ギー症候群とも呼ばれる）を引き起こします。原因
は、花粉症の原因物質と似たタンパク質が果物等の
食物中に含まれているからと言われています。

PFAS は、花粉症に合併する食物アレルギーです。

PFAS

PFASPFAS

PFASPFAS
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『スギ花粉症』だと思い込んでいる人のうち、
約20％の人の原因は別にありました!!

スギ花粉に加え他の花粉にも
注意が必要な人が約60％もいます。

21％

79％
61％

57％

アレルギー検査の結果、スギ花粉症と診断された人
スギ花粉に加えヒノキ花粉にも注意が必要な人
スギ花粉に加えヒノキ、カモガヤ花粉にも注意が必要な人

アレルギー検査の結果、スギ花粉症と診断できなかった人

スギ花粉症と自己診断していた299人にアレルギー検査を実施した結果
本当に原因アレルゲンはスギ花粉だけでしょうか？
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牧草として全国で広く栽培
されている多年草。雑草化
して道端や河川敷などにも
生 え て い ま す。別 名 オ ー
チャードグラスと呼ばれる。

多くの地域に植林されてい
る常緑高木。日本特産の針
葉樹で、木材資源として重
要である。

山中にある常緑高木。日本
の中南部では多く造林され、
ときに庭木として植えられ
る。木材資源として木目が美
しく高価である。

湿地、湿原や池沼のまわり
に自生するほか、公園などに
も植えられている。

本州中部以北の高原などに
生え、樹皮が白く薄くはげる
落葉高木。

牧草として全国で広く栽培
されているほか、雑草化して
道端や河川敷などにも生え
ている。別名チモシーとも
呼ばれる。

道端、河川敷、荒れ地、畑地
などに生えている。

平地から高山帯まで広く分
布し、繁殖力の強い植物。草
もちやお灸のモグサとして
使われる。
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分布地域 花粉飛散時期

花粉との関連が報告されている食物 2～7)

（野菜・果物・ナッツ類）

トマト

トマト

スイカ・メロン・ズッキーニ・キュウリ・バナナ

ニンジン・セロリ・レタス・ピーナッツ・クリ・ピスタチオ・
ヘーゼルナッツ（ハシバミ）・ヒマワリの種・ジャガイモ・
トマト・キウイ
香辛料（マスタード・コリアンダー・クミン）
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カモガヤ

ブタクサ

ヨモギ

オオアワ
ガエリ

メロン・スイカ・トマト・ジャガイモ・タマネギ・オレンジ・
セロリ・キウイ・米・小麦

本州
植生および時期は地域により若干異なります。

バラ科（リンゴ・モモ・ナシ・洋ナシ・スモモ・アンズ・サクランボ・イチゴ）
ヘーゼルナッツ（ハシバミ）・クルミ・アーモンド・ココナッツ・ピーナッツ・
セロリ・ニンジン・ジャガイモ・キウイ・オレンジ・メロン・ライチ
ダイズ（主に豆乳）・香辛料（マスタード・パプリカ・コリアンダー・トウガラシ）

バラ科（リンゴ・モモ・ナシ・ビワ・サクランボ・イチゴ）
ウリ科（メロン・スイカ・キュウリ）
ダイズ（主に豆乳）・キウイ・オレンジ・ゴボウ・ヤマイモ・マンゴー・アボカド・
ヘーゼルナッツ（ハシバミ）・ニンジン・セロリ・ジャガイモ・トマト

（花粉-食物アレルギー症候群）PFAS

赤字はイムノキャップで測定可能な項目（2016年12月現在）

関連する原因花粉の植生と食物
PFASは花粉症の原因を特定することが治療の第一歩です。
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